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昨年 11月 15日、移転新築整備された隠岐広域連合消防本部において開催しました。
写真は、今回新たに整備された訓練塔での救助訓練の様子。

第1回消防フェア

・隠岐広域連合消防本部第1回消防フェア
・隠岐広域連合の人事行政運営等の状況
・平成26年度
　隠岐広域連合決算の概要
・第3回議会定例会
　　　　及び議会視察報告
・第3回隠岐病院祭
　　　「まめなかのまつり」

● 隠岐広域連合の人事行政の運営等の状況　3　

１　職員の給与と職員数の状況
①人件費の状況(普通会計決算)

歳出額(Ａ) 人件費 人件費率
(Ａ)(千円) (B)(千円) (B／Ａ)

26年度 5,452,531 710,198 13.0% 12.6%
注１．人件費(Ｂ)には特別職に支給される給料、報酬等を含んでいます。

②職員給料の状況(普通会計決算)

給料 職員手当 期末勤勉手当 計(B)
人 千円 千円 千円 千円
99 366,838 82,041 134,647 583,526

注．「職員手当」には退職手当を含んでいません。

③平均給料月額及び平均年齢の状況（普通会計）

注．平均給料月額及び平均年齢は平成26年度給与実態調査に基づいて算出しています。

④職員の初任給の状況（普通会計）
隠岐広域連合 国
(単位：円) (単位：円)

大学卒 163,600 174,200
高校卒 142,100 142,100
大学卒 200,600 203,400
短大３卒 191,300 191,300
大学卒 189,800 202,300
高校卒 160,300 163,800

⑤職員手当の状況
(１)期末・勤勉手当(平成26年度支給割合)

区分 6月期 12月期 計
期末手当 1.225月分 1.375月分 2.6月分
勤勉手当 0.675月分 0.825月分 1.5月分
計 1.9月分 2.2月分 4.1月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置　　　有

(２)退職手当（平成27年4月1日現在） ※国と同じ
区分 勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額
自己都合 20.45月分 29.15月分 41.33月分 49.59月分
定年・勧奨 25.56月分 34.58月分 49.59月分 49.59月分

(３)住居手当（平成27年4月1日現在） ※国と同じ
借家居住者

(４)通勤手当

(５)扶養手当（平成２７年４月１日現在） ※国と同じ
支給額
13,000円
6,500円
11,000円
5,000円

区分

区分 職員数(A) 給与費 一人当たり平均
給与費(B／A)

288,400

26年度 千円
5,894

職種 平均年齢 平均給料月額(単位：円)

医療職(三)

消防職

月額12,000円を超える家賃を支払っている職員に対して27,000円を限度に支給

交通機関利用者 通勤距離が片道2㎞以上あり、交通機関を利用して通勤する職員に対して55,000円を限度に支給

一般行政職 41.6 323,700
消防職 36.6

平成25年度
人件費率

１６歳から２２歳の扶養親族加算

交通用具使用者 通勤距離が片道2㎞以上あり、自動車等を使用して通勤する職員に対して27,400円を限度に支給

区分
配偶者
配偶者以外
配偶者のいない扶養１人

区分

一般行政職
隠岐広域連合の人事
行政の運営状況を公
表します。

隠岐広域連合の人事行政の運営等の状況

平成２７年４月１日現在の隠
岐広域連合職員の給料、職員
手当について、概要を公表し
ます。



　

11
月
8
日
、
隠
岐
病
院
を
部
分
開
放
し

て「
ま
め
な
か
の
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
し

た
。今
年
で
３
回
目
を
迎
え
る
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
地
域
の
皆
様
と
の「
ふ
れ
あ
い
」

や「
交
流
」を
図
り
な
が
ら
、
よ
り
親
し
み

を
持
て
る
病
院
づ
く
り
の
機
会
と
す
る
こ

と
を
目
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、７

０
０
人
を
超
え
る
皆
様
に
来
場
し
て
い
た

だ
き
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
の

双
葉
保
育
園
児
に
よ
る
ふ
た
ば
太
鼓
を
皮

切
り
に
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
や

傘
踊
り
、隠
岐
養
護
学
校
に
よ
る
和
太
鼓
、

病
院
な
ら
で
は
の
ミ
ニ
健
診
や
お
薬
づ
く

り
、医
療
相
談
カ
フ
ェ
や
ミ
ニ
勉
強
会
、整

形
外
科
医
師
に
よ
る
手
術
体
験
、「
家
族
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
近
隣
の
保
育
園
児
に
よ

る
絵
画
展
示
、
隠
岐
の
島
町
内
の
小
学
生

に
よ
る
健
康
標
語
展
示
、
隠
岐
島
消
防
署

の
協
力
に
よ
る
救
急
車
展
示
や
救
命
講

習
、
大
好
評
の
鉄
道
模
型
や
屋
外
出
店
な

ど
、
盛
り
た
く
さ
ん
の
催
し
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
隠
岐
病
院
医
師
に
よ
る
Ｄ
ｒ
レ

ン
ジ
ャ
ー
上
映
会
は
、
た
く
さ
ん
の
皆
様

に
視
聴
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

隠
岐
病
院
で
は
、「
ま
め
な
か
の
ま
つ

り
」を
来
年
も
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、

今
回
ご
来
場
い
た
だ
け
な
か
っ
た
皆
様
も

含
め
、
是
非
お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

職
員
一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　「
ま
め
な
か
の
ま
つ
り
」 

を
開
催
し
ま
し
た

オープニングセレモニーにおける双葉保育園児による和太鼓

ステージでのＤｒレンジャーと子供たち

子どもたちに大好評な
　　鉄道模型・リニアモーター

整形外科医師による
　　　　　整形手術体験

１日院長

（左から齋藤華子さん・小出病院長・齋藤凜子さん）
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隠
岐
広
域
連
合
消
防
本
部
で
は
、
11
月
15
日（
日
）に「
第

1
回
消
防
フ
ェ
ア
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
年
度
、庁
舎
新
築
移
転
を
契
機
に
、

消
防
・
救
助
・
救
急
業
務
を
見
学
並
び
に
体
験
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
住
民
の
皆
様
方
に
広
く
消
防
業
務
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
事
と
、
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
並
び
に
火

災
予
防
の
推
進
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
来
場
の
皆
様

に
は
、「
は
し
ご
車
同
乗
体
験
」を
は
じ
め
、放
水
、救
助
、濃

煙
、応
急
手
当
な
ど
の
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、庁
舎
内
見
学
説
明
コ
ー
ナ
ー
、消
防
署
員
に
よ
る
救

助
・
救
出
訓
練
の
展
示
な
ど
も
あ
り
、
普
段
経
験
す
る
事
の

出
来
な
い
体
験
に
、子
供
達
は
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、悪
天
候
の
中
を
約
5
0
0
名

の
来
場
が
あ
り
、手
探
り
状
態
で
計
画
・
実
行
に
当
た
っ
た

ス
タ
ッ
フ
一
同
う
れ
し
い
悲
鳴
を
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

住
民
の
皆
様
方
に
消
防
業
務
を
よ
り
広
く
・
深
く
ご
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、来
年
度
以
降
も
継
続
し
て
開
催

す
る
予
定
で
す
の
で
、皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
多
数
の

ご
来
場
を
職
員
一
同
、心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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１　職員の給与と職員数の状況
①人件費の状況(普通会計決算)

歳出額(Ａ) 人件費 人件費率
(Ａ)(千円) (B)(千円) (B／Ａ)

26年度 5,452,531 710,198 13.0% 12.6%
注１．人件費(Ｂ)には特別職に支給される給料、報酬等を含んでいます。

②職員給料の状況(普通会計決算)

給料 職員手当 期末勤勉手当 計(B)
人 千円 千円 千円 千円
99 366,838 82,041 134,647 583,526

注．「職員手当」には退職手当を含んでいません。

③平均給料月額及び平均年齢の状況（普通会計）

注．平均給料月額及び平均年齢は平成26年度給与実態調査に基づいて算出しています。

④職員の初任給の状況（普通会計）
隠岐広域連合 国
(単位：円) (単位：円)

大学卒 163,600 174,200
高校卒 142,100 142,100
大学卒 200,600 203,400
短大３卒 191,300 191,300
大学卒 189,800 202,300
高校卒 160,300 163,800

⑤職員手当の状況
(１)期末・勤勉手当(平成26年度支給割合)

区分 6月期 12月期 計
期末手当 1.225月分 1.375月分 2.6月分
勤勉手当 0.675月分 0.825月分 1.5月分
計 1.9月分 2.2月分 4.1月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置　　　有

(２)退職手当（平成27年4月1日現在） ※国と同じ
区分 勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額
自己都合 20.45月分 29.15月分 41.33月分 49.59月分
定年・勧奨 25.56月分 34.58月分 49.59月分 49.59月分

(３)住居手当（平成27年4月1日現在） ※国と同じ
借家居住者

(４)通勤手当

(５)扶養手当（平成２７年４月１日現在） ※国と同じ
支給額
13,000円
6,500円
11,000円
5,000円

区分

区分 職員数(A) 給与費 一人当たり平均
給与費(B／A)

288,400

26年度 千円
5,894

職種 平均年齢 平均給料月額(単位：円)

医療職(三)

消防職

月額12,000円を超える家賃を支払っている職員に対して27,000円を限度に支給

交通機関利用者 通勤距離が片道2㎞以上あり、交通機関を利用して通勤する職員に対して55,000円を限度に支給

一般行政職 41.6 323,700
消防職 36.6

平成25年度
人件費率

１６歳から２２歳の扶養親族加算

交通用具使用者 通勤距離が片道2㎞以上あり、自動車等を使用して通勤する職員に対して27,400円を限度に支給

区分
配偶者
配偶者以外
配偶者のいない扶養１人

区分

一般行政職
隠岐広域連合の人事
行政の運営状況を公
表します。

隠岐広域連合の人事行政の運営等の状況

平成２７年４月１日現在の隠
岐広域連合職員の給料、職員
手当について、概要を公表し
ます。

● 平成２６年度隠岐広域連合決算の概要について　5　

　

消
防
事
業
特
別
会
計
は
、
16
億
１
，

２
６
５
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
３

億
５
，
４
５
７
万
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
。新
消
防
本
部
庁
舎
の
建
設
、
通
信

指
令
シ
ス
テ
ム
・
消
防
救
急
デ
ジ
タ

ル
無
線
の
整
備
、
災
害
対
応
特
殊
救
急

自
動
車
の
更
新
を
行
っ
た
こ
と
が
主

な
要
因
で
す
。こ
れ
ら
の
事
業
に
よ

り
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
迅
速
・
適
格
に

対
応
で
き
る
消
防
力
の
強
化
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

　

構
成
団
体
負
担
金
は
、
隠
岐
広
域
連

合
の
構
成
団
体
で
あ
る
島
根
県
及
び

隠
岐
４
町
村
か
ら
の
負
担
金
で
３
２

億
８
，
７
６
２
万
円
で
し
た
。前
年
度

に
比
べ
て
５
億
３
，
４
０
８
万
円
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
超
高
速
船

整
備
事
業
、
仁
万
の
里
整
備
事
業
、
島

前
病
院
機
能
回
復
訓
練
室
整
備
事
業

等
の
大
規
模
な
事
業
の
終
了
に
よ
り

負
担
金
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の

負
担
金
は
、人
口
、対
象
者
数
、利
用
率
、

　

一
般
会
計
は
、
４
億
７
，
３
７
６
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
４
億
４
５
１

万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。平
成
26
年

３
月
１
日
か
ら
運
航
を
開
始
し
た
レ

イ
ン
ボ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
の
空
調
設
備
の

修
繕
や
、
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
の
外
壁

改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
が
、
平
成
25

年
度
に
レ
イ
ン
ボ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
の
船

体
改
修
や
予
備
部
品
・
治
工
具
等
を

購
入
し
た
こ
と
も
あ
り
、
決
算
額
は
減

と
な
り
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
は
、
33
億

６
，
６
１
２
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

て
３
，６
３
２
万
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
。こ
れ
は
、
制
度
改
正
に
伴
う
シ
ス

テ
ム
改
修
費
の
増
及
び
保
険
給
付
費

の
増
が
主
な
要
因
で
す
。

病
院
事
業
以
外
の
事
業

構
成
団
体
負
担
金

2,850

2,900

2,950

3,000

3,050

3,100

H22
H23

H24

H25
H26

（単位：百万円）
介護保険給付費の伸び

歳入総額
55億 4,552万円
（病院事業除く）

歳入 構成団体負担金
24億 4,477 万円

44％

国県支出金
14億 2,978 万円

26％

支払基金交付金
9億 1,920 万円
17％

その他
1億 7,363 万円
3％

介護保険料
5億 7,814 万円
10％

構成団体負担金
32億 8,762万円

負担金
隠岐の島町

22億 9,426 万円
70％海士町

2億 7,491 万円
8％

西ノ島町
5億 1,454 万円
15％

島根県
1億 1,761 万円
4％

知夫村
8,630 万円
3％

歳出総額
54億 5,253万円
（病院事業除く）

歳出
民生費

33億 6,612 万円
62％

消防費
16億 1,265 万円
30％

総務費
4億 6,468 万円
8％

公債費
522万円
0.1％

衛生費
180万円
0.1％

会議費
206万円
0.1％

民生費の主な歳出
介護保険給付費  30 億 6,835 万

交
付
税
算
入
額
等
を
基
に
負
担
割
合

を
定
め
、
構
成
団
体
の
負
担
金
額
が
算

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

材
料
費
・
・
・
①
医
薬
品
、②
診
療
に
係
る
消
耗
品
（
レ

ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
、
包
帯
等
）③
給
食
用
材
料
費
（
患

者
給
食
の
た
め
の
食
品
費
）④
医
療
用
消
耗
備
品
（
注
射

針
・
体
温
計
・
血
圧
計
等
）等
に
か
か
る
費
用
で
す
。　

企
業
債
償
還
金
・
・
・
国
又
は
民
間
金
融
機
関
か
ら
借

入
れ（
借
金
）し
た
お
金
の
返
済
の
た
め
の
費
用
で
す
。

建
設
改
良
費
・
・
・
医
療
機
器
の
購
入
等
に
か
か
る
費

用
で
す
。

国
県
支
出
金
・
・
・
国
、
県
か
ら
介
護
給
付
費
等
の
財

源
と
し
て
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

支
払
基
金
交
付
金
・
・
・
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基

金
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

民
生
費
・
・
・
介
護
保
険
事
業
等
に
か
か
る
費
用
で
す
。

介
護
給
付
費
・
・
・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者

に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
お
金
で
す
。

消
防
費
・
・
・
消
防
事
業
全
般
に
か
か
る
費
用
で
す
。

総
務
費
・
・
・
一
般
会
計（
議
会
費
・
超
高
速
船
事
業
等
）

に
か
か
る
費
用
で
す
。

公
債
費
・
・
・
仁
万
の
里
の
新
築
整
備
に
か
か
る
借
入

れ（
借
金
）の
返
済
の
た
め
の
費
用
で
す
。

決
算
の
概
要
に
関
す
る
用
語
解
説
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隠
岐
広
域
連
合
消
防
本
部
で
は
、
11
月
15
日（
日
）に「
第

1
回
消
防
フ
ェ
ア
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
年
度
、庁
舎
新
築
移
転
を
契
機
に
、

消
防
・
救
助
・
救
急
業
務
を
見
学
並
び
に
体
験
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
住
民
の
皆
様
方
に
広
く
消
防
業
務
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
事
と
、
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
並
び
に
火

災
予
防
の
推
進
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
来
場
の
皆
様

に
は
、「
は
し
ご
車
同
乗
体
験
」を
は
じ
め
、放
水
、救
助
、濃

煙
、応
急
手
当
な
ど
の
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、庁
舎
内
見
学
説
明
コ
ー
ナ
ー
、消
防
署
員
に
よ
る
救

助
・
救
出
訓
練
の
展
示
な
ど
も
あ
り
、
普
段
経
験
す
る
事
の

出
来
な
い
体
験
に
、子
供
達
は
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、悪
天
候
の
中
を
約
5
0
0
名

の
来
場
が
あ
り
、手
探
り
状
態
で
計
画
・
実
行
に
当
た
っ
た

ス
タ
ッ
フ
一
同
う
れ
し
い
悲
鳴
を
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

住
民
の
皆
様
方
に
消
防
業
務
を
よ
り
広
く
・
深
く
ご
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、来
年
度
以
降
も
継
続
し
て
開
催

す
る
予
定
で
す
の
で
、皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
多
数
の

ご
来
場
を
職
員
一
同
、心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

隠
岐
島
前
病
院
は
、
医
療
従
事
者
の

住
居
対
策
と
し
て
空
き
家
改
修
に
よ
る

住
居
整
備
や
、
院
内
ス
タ
ッ
フ
は
も
と

よ
り
地
域
住
民
の
就
業
支
援
の
一
環
と

し
て
、
病
児
・
病
後
児
保
育
室
を
開
設

し
ま
し
た
。ま
た
、医
師
・
看
護
師
等
の

医
療
従
事
者
の
確
保
に
つ
な
げ
る
た

め
、
医
学
生
及
び
看
護
学
生
等
を
対
象

に
し
た
地
域
医
療
実
習
と
し
て
73
人
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。そ
の
他
で
は
、補
助

金
等
の
活
用
に
よ
り
、
地
域
住
民
を
対

象
と
す
る「
地
域
医
療
講
演
会
」や
、
認

知
症
対
策
に
有
用
と
さ
れ
る
「
ユ
マ
ニ

チ
ュ
ー
ド
」を
導
入
し
、福
祉
関
係
者
等

も
含
め
た
研
修
会
等
の
実
施
な
ど
、
地

域
に
密
着
し
た「
地
域
医
療
」の
向
上
に

努
め
ま
し
た
。

　

診
療
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域

医
療
の
質
を
確
保
す
る
た
め
、
内
科
系

医
師
が
外
科
も
含
め
た
総
合
診
療
体
制

を
と
っ
て
お
り
、
常
勤
医
師
の
負
担
が

大
き
い
た
め
、軽
減
対
策
と
し
て
、医
師

事
務
作
業
補
助
者
の
確
保
、
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

経
営
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
度

と
の
比
較
で
、年
間
延
べ
患
者
数
は
、入

院
１
万
４
，２
８
７
人（
１
２
５
人
増
）、

外
来
３
万
１
６
４
人（
８
９
８
人
増
）と

な
り
、
医
業
収
入
及
び
医
業
外
収
入
は

7
億
６
，０
２
０
万
円
で
２
，８
５
４
万

　

隠
岐
病
院
は
、
診
療
報
酬
の
改
訂
へ

の
対
応
や
消
費
税
率
ア
ッ
プ
に
よ
る
経

費
増
へ
の
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
医

療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
の
成
立
に
よ

る
新
た
な
医
療
制
度
へ
の
対
応
策
の
検

討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

医
療
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
常
勤

医
が
不
在
の
皮
膚
科
、泌
尿
器
科
、耳
鼻

咽
喉
科
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
な
大
学

か
ら
の
派
遣
に
よ
り
診
療
体
制
が
確
保

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。ま

た
、
町
立
診
療
所
と
の
医
師
相
互
派
遣

や
県
立
中
央
病
院
、
大
学
等
か
ら
の
専

門
外
来
医
師
の
派
遣
や
患
者
の
紹
介
、

逆
紹
介
等
に
よ
る
病
診
連
携
・
病
病
連

携
も
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

経
営
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
度

と
の
比
較
で
、年
間
延
べ
患
者
数
は
、入

院
３
万
２
，６
１
４
人（
３
８
７
人
増
）、

外
来
11
万
２
，４
６
３
人（
２
０
４
４
人

増
）で
、医
業
収
入
及
び
医
業
外
収
入
は

29
億
６
，２
１
６
万
円
で
８
，３
９
７
万

円
の
増
、
医
業
費
用
及
び
医
業
外
費
用

は
32
億
９
，１
８
０
万
円
で
７
億
５
，３

５
５
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。そ
の

結
果
、当
年
度
事
業
損
失
は
３
億
２
，９

６
４
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

● 平成２６年度隠岐広域連合決算の概要について　4

病
院
事
業

病院事業歳入
40億 1,914万円

外来収益
11億 593万円
29.8％

構成団体負担金
9億 1,169 万円
24.5％

歳入

入院収益
15億 1,224 万円

38％

外来収益
11億 9,949 万円

30％

構成団体負担金
8億 4,285 万円

21％

その他
4億 6,456 万円

11％

病院事業歳出
43億 7,913万円

歳出
給与費
21億 725万円
48％

材料費
6億 3,445 万円

15％

その他医業費用
9億 4,862 万円
22％

医業外費用
6,094 万円
1％

企業債償還金
1億 8,529 万円
4％

建設改良費
1億 600万円
2％

その他
3億 3,658 万円
8％

　隠岐広域連合一般会計、介護保険事業特別会計、隠岐島前病院事業特別会計、
隠岐病院事業特別会計、消防事業特別会計の各決算の概要をお知らせします。

円
の
増
、
医
業
費
用
及
び
医
業
外
費
用

は
７
億
７
，７
３
９
万
円
で
６
，６
７
４

万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

当
年
度
事
業
損
失
は
１
，
７
１
９
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

隠岐広域連合決算の概要
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消
防
事
業
特
別
会
計
は
、
16
億
１
，

２
６
５
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
３

億
５
，
４
５
７
万
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
。新
消
防
本
部
庁
舎
の
建
設
、
通
信

指
令
シ
ス
テ
ム
・
消
防
救
急
デ
ジ
タ

ル
無
線
の
整
備
、
災
害
対
応
特
殊
救
急

自
動
車
の
更
新
を
行
っ
た
こ
と
が
主

な
要
因
で
す
。こ
れ
ら
の
事
業
に
よ

り
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
迅
速
・
適
格
に

対
応
で
き
る
消
防
力
の
強
化
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

　

構
成
団
体
負
担
金
は
、
隠
岐
広
域
連

合
の
構
成
団
体
で
あ
る
島
根
県
及
び

隠
岐
４
町
村
か
ら
の
負
担
金
で
３
２

億
８
，
７
６
２
万
円
で
し
た
。前
年
度

に
比
べ
て
５
億
３
，
４
０
８
万
円
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
超
高
速
船

整
備
事
業
、
仁
万
の
里
整
備
事
業
、
島

前
病
院
機
能
回
復
訓
練
室
整
備
事
業

等
の
大
規
模
な
事
業
の
終
了
に
よ
り

負
担
金
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の

負
担
金
は
、人
口
、対
象
者
数
、利
用
率
、

　

一
般
会
計
は
、
４
億
７
，
３
７
６
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
４
億
４
５
１

万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。平
成
26
年

３
月
１
日
か
ら
運
航
を
開
始
し
た
レ

イ
ン
ボ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
の
空
調
設
備
の

修
繕
や
、
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
の
外
壁

改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
が
、
平
成
25

年
度
に
レ
イ
ン
ボ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
の
船

体
改
修
や
予
備
部
品
・
治
工
具
等
を

購
入
し
た
こ
と
も
あ
り
、
決
算
額
は
減

と
な
り
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
は
、
33
億

６
，
６
１
２
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

て
３
，６
３
２
万
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
。こ
れ
は
、
制
度
改
正
に
伴
う
シ
ス

テ
ム
改
修
費
の
増
及
び
保
険
給
付
費

の
増
が
主
な
要
因
で
す
。

病
院
事
業
以
外
の
事
業

構
成
団
体
負
担
金

2,850

2,900

2,950

3,000

3,050

3,100

H22
H23

H24

H25
H26

（単位：百万円）
介護保険給付費の伸び

歳入総額
55億 4,552万円
（病院事業除く）

歳入 構成団体負担金
24億 4,477 万円

44％

国県支出金
14億 2,978 万円

26％

支払基金交付金
9億 1,920 万円
17％

その他
1億 7,363 万円
3％

介護保険料
5億 7,814 万円
10％

構成団体負担金
32億 8,762万円

負担金
隠岐の島町

22億 9,426 万円
70％海士町

2億 7,491 万円
8％

西ノ島町
5億 1,454 万円
15％

島根県
1億 1,761 万円
4％

知夫村
8,630 万円
3％

歳出総額
54億 5,253万円
（病院事業除く）

歳出
民生費

33億 6,612 万円
62％

消防費
16億 1,265 万円
30％

総務費
4億 6,468 万円
8％

公債費
522万円
0.1％

衛生費
180万円
0.1％

会議費
206万円
0.1％

民生費の主な歳出
介護保険給付費  30 億 6,835 万

交
付
税
算
入
額
等
を
基
に
負
担
割
合

を
定
め
、
構
成
団
体
の
負
担
金
額
が
算

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

材
料
費
・
・
・
①
医
薬
品
、②
診
療
に
係
る
消
耗
品
（
レ

ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
、
包
帯
等
）③
給
食
用
材
料
費
（
患

者
給
食
の
た
め
の
食
品
費
）④
医
療
用
消
耗
備
品
（
注
射

針
・
体
温
計
・
血
圧
計
等
）等
に
か
か
る
費
用
で
す
。　

企
業
債
償
還
金
・
・
・
国
又
は
民
間
金
融
機
関
か
ら
借

入
れ（
借
金
）し
た
お
金
の
返
済
の
た
め
の
費
用
で
す
。

建
設
改
良
費
・
・
・
医
療
機
器
の
購
入
等
に
か
か
る
費

用
で
す
。

国
県
支
出
金
・
・
・
国
、
県
か
ら
介
護
給
付
費
等
の
財

源
と
し
て
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

支
払
基
金
交
付
金
・
・
・
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基

金
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

民
生
費
・
・
・
介
護
保
険
事
業
等
に
か
か
る
費
用
で
す
。

介
護
給
付
費
・
・
・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者

に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
お
金
で
す
。

消
防
費
・
・
・
消
防
事
業
全
般
に
か
か
る
費
用
で
す
。

総
務
費
・
・
・
一
般
会
計（
議
会
費
・
超
高
速
船
事
業
等
）

に
か
か
る
費
用
で
す
。

公
債
費
・
・
・
仁
万
の
里
の
新
築
整
備
に
か
か
る
借
入

れ（
借
金
）の
返
済
の
た
め
の
費
用
で
す
。

決
算
の
概
要
に
関
す
る
用
語
解
説

● 平成２７年第３回議会定例会及び議会視察報告について　7　

　

第
３
回
議
会
定
例
会
が
、
９
月
７
日
、
８
日
に
隠
岐

広
域
連
合
議
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案
に

つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
、
原
案
の
通
り
承
認
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

▽
決
算
認
定（
平
成
26
年
度
）

・
隠
岐
広
域
連
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

・
隠
岐
島
前
病
院
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定

・
隠
岐
病
院
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定

・
消
防
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

▽
報
告

・
公
営
企
業
に
係
る
資
金
不
足
比
率
報
告

▽
条
例
の
一
部
改
正

・
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害

補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
隠
岐
広
域
連
合
消
防
本
部
及
び
消
防
署
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
隠
岐
広
域
連
合
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▽
補
正
予
算

・
一
般
会
計

　

平
成
26
年
度
の
超
高
速
船
レ
イ
ン
ボ
ー
ジ
ェ
ッ
ト

の
指
定
管
理
料
の
精
算
に
よ
り
、
指
定
管
理
料
の
増

額
等
で
合
計
５
２
，０
７
０
千
円
を
増
額
。

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　

平
成
26
年
度
繰
越
金
確
定
に
伴
う
基
金
へ
の
積
立

及
び
介
護
保
険
給
付
費
の
確
定
に
よ
る
国
、
県
及
び

町
村
へ
の
返
還
金
と
し
て
、合
計
８
４
，７
０
８
千
円

を
増
額
。

・
消
防
事
業
特
別
会
計

　

平
成
26
年
度
決
算
確
定
に
伴
い
、
歳
入
に
お
い
て

分
担
金
及
び
負
担
金
を
減
額
し
、
繰
越
金
を
増
額
す

る
予
算
科
目
の
組
み
替
え
を
行
う
も
の
。

　

全
会
計
で
総
額
１
３
６
，
７
７
８
千
円
の
補
正
を

行
い
ま
し
た
。

▽
一
般
質
問　
　
　
吉
田　

雅
紀
議
員

◆
今
後
の
隠
岐
の
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
予
防
医
学
の
観
点
か
ら
東
洋
医
学
や
ド
イ
ツ
の
波

動
医
学
な
ど
先
進
的
な
試
み
を
取
り
入
れ
る
考
え

は
。

・
２
０
２
５
年
の
医
療
需
要
を
推
計
し
た
上
で
、隠
岐

圏
域
は
40
数
％
の
増
床
が
必
要
と
さ
れ
、
療
養
型
病

床
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
と
考
え
て
い
る
が
、
充
実
に
取

り
組
む
考
え
は
。

◆
航
路
と
空
路
の
連
携
に
つ
い
て

・
島
民
及
び
訪
問
者
の
移
動
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

島
前
・
島
後
の
航
路
の
あ
り
方
も
含
め
空
路
と
航
路

の
連
携
に
よ
る
地
域
の
発
展
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、

考
え
を
伺
い
た
い
。

・
東
洋
医
学
の
柱
で
も
あ
る
漢
方
療
法
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
か
ら
取
り
入
れ
て
い
る
。波
動
医
学
に
つ

い
て
は
、
現
代
医
学
で
も
証
明
さ
れ
て
い
な
い
分
野

で
あ
る
の
が
現
状
の
た
め
、
ま
ず
、
健
康
診
断
な
ど
の

検
診
事
業
の
受
診
率
を
構
成
町
村
と
連
携
し
て
高
め

た
い
。

・
患
者
が
診
療
を
受
け
る
医
療
機
関
所
在
地
ベ
ー
ス

の
試
算
値
と
全
て
の
患
者
を
患
者
所
在
地
ベ
ー
ス
と

し
た
試
算
値
の
２
通
り
が
あ
り
、
今
後
地
域
医
療
構

想
調
整
会
議
で
検
討
を
進
め
る
。

・
島
前
・
島
後
の
ア
ク
セ
ス
を
一
体
的
に
考
え
、航
路
・

空
路
を
含
め
た
観
光
商
品
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、Ｊ
Ａ
Ｌ
や
隠
岐

汽
船
に
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
働
き
か
け
て

い
き
た
い
。

▽
一
般
質
問　
　
　
池
田　

一
議
員

　
◆
レ
イ
ン
ボ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
、フ
ェ
リ
ー
お
き
の
指
定

　
管
理
に
つ
い
て

・
隠
岐
汽
船
㈱
に
、行
政
支
援
を
行
っ
て
き
た
経
緯
を

踏
ま
え
、
利
用
者
へ
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
し
て
還
元
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
連
合
長
の
考
え
は
。

・
隠
岐
汽
船
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
委
員
会
に
外
部
有
識
者

を
加
え
る
こ
と
や
改
善
委
員
会
は
年
に
数
回
で
は
な

く
頻
繁
に
行
う
べ
き
と
考
え
る
。ま
た
、
協
議
内
容
に

つ
い
て
も
報
告
義
務
を
課
す
べ
き
と
考
え
る
が
連
合

長
の
考
え
は
。

・
指
定
管
理
評
価
委
員
会
は
専
門
家
・
有
識
者
を
充

実
さ
せ
る
等
、
委
員
構
成
の
大
幅
な
見
直
し
が
必
要
と

考
え
る
が
、連
合
長
の
考
え
は
。

・
指
定
管
理
者
自
ら
が
主
体
的
に
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

及
び
利
便
性
の
向
上
に
努
め
る
よ
う
引
き
続
き
要
請

す
る
。

・
今
後
島
根
県
及
び
隠
岐
４
町
村
と
協
力
し
な
が
ら

隠
岐
汽
船
と
十
分
協
議
を
し
た
い
。

・
専
門
家
・
有
識
者
委
員
候
補
者
を
関
係
機
関
の
紹

介
を
頂
き
な
が
ら
充
実
さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、
評
価

方
法
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
行
い
た
い
。

　

隠
岐
広
域
連
合
議
会
医
療
介
護
常
任
委
員
会
で

は
、
去
る
11
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
間
で
、
岡
山
県

の
津
山
市
役
所
、
勝
田
郡
勝
央
町
の
（
医
療
法
人
）
さ

と
う
記
念
病
院
に
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
に
つ
い
て
先
進

地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

津
山
市
で
は
、
介
護
予
防
事
業
に
重
点
を
置
い
た

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
が
、
生
き
生
き

と
生
活
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
「
め
ざ
せ
元
気
！
こ

け
な
い
体
講
座
」
を
週
１
回
行
っ
て
い
ま
し
た
。活
動

は
、
自
治
会
を
中
心
に
住
民
主
体
で
実
施
さ
れ
て
お

り
、こ
の
講
座
に
参
加
さ
れ
た
方
は
、医
療
費
や
介
護

給
付
費
に
つ
い
て
も
抑
制
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
実
践
現
場
と
し
て
川
崎
地
区
の
視
察
を
行

い
、
当
日
は
、
女
性
参
加
者
20
数
名
の
中
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
活
動
が
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
（
医
療
法
人
）さ
と
う
記
念
病
院
で
は
、
一
般
病
床
、

回
復
期
リ
ハ
病
床
、療
養
病
床
に
加
え
、介
護
老
人
施

設
、
通
所
リ
ハ
、
訪
問
看
護
、
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
も
併
設
し
て
運
営
し
て
お
り
、
医
療
と
介
護
が
一

体
と
な
っ
た
施
設
と
し
て
、
県
北
部
の
医
療
と
介
護

分
野
の
地
域
ニ
ー
ズ
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
医
療
・
介
護
従
事
者
の
人
材
不

足
が
深
刻
の
中
、
職
員
の
た
め
の
院
内
託
児
所
を
併

設
し
、
積
極
的
な
人
材
確
保
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
隠
岐
圏
域
の
地
域
性
を

十
分
に
考
慮
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

と
、高
齢
化
率
の
上
昇
の
中
で
、高
齢
者
が
い
つ
ま
で

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
、
ま

た
、
地
域
住
民
が
高
齢
者
を
温
か
く
支
え
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
づ
く
り
の
拠
点
を
構
築
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。

文
責
：
医
療
介
護
常
任
委
員
会

委
員
長　

福
田　

晃

■ 

視
察
報
告

（
参
加
者
：
隠
岐
広
域
連
合
議
員
７
名　

関
連
職
員
５
名
）

広
域
連
合
長



　

隠
岐
島
前
病
院
は
、
医
療
従
事
者
の

住
居
対
策
と
し
て
空
き
家
改
修
に
よ
る

住
居
整
備
や
、
院
内
ス
タ
ッ
フ
は
も
と

よ
り
地
域
住
民
の
就
業
支
援
の
一
環
と

し
て
、
病
児
・
病
後
児
保
育
室
を
開
設

し
ま
し
た
。ま
た
、医
師
・
看
護
師
等
の

医
療
従
事
者
の
確
保
に
つ
な
げ
る
た

め
、
医
学
生
及
び
看
護
学
生
等
を
対
象

に
し
た
地
域
医
療
実
習
と
し
て
73
人
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。そ
の
他
で
は
、補
助

金
等
の
活
用
に
よ
り
、
地
域
住
民
を
対

象
と
す
る「
地
域
医
療
講
演
会
」や
、
認

知
症
対
策
に
有
用
と
さ
れ
る
「
ユ
マ
ニ

チ
ュ
ー
ド
」を
導
入
し
、福
祉
関
係
者
等

も
含
め
た
研
修
会
等
の
実
施
な
ど
、
地

域
に
密
着
し
た「
地
域
医
療
」の
向
上
に

努
め
ま
し
た
。

　

診
療
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域

医
療
の
質
を
確
保
す
る
た
め
、
内
科
系

医
師
が
外
科
も
含
め
た
総
合
診
療
体
制

を
と
っ
て
お
り
、
常
勤
医
師
の
負
担
が

大
き
い
た
め
、軽
減
対
策
と
し
て
、医
師

事
務
作
業
補
助
者
の
確
保
、
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

経
営
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
度

と
の
比
較
で
、年
間
延
べ
患
者
数
は
、入

院
１
万
４
，２
８
７
人（
１
２
５
人
増
）、

外
来
３
万
１
６
４
人（
８
９
８
人
増
）と

な
り
、
医
業
収
入
及
び
医
業
外
収
入
は

7
億
６
，０
２
０
万
円
で
２
，８
５
４
万

　

隠
岐
病
院
は
、
診
療
報
酬
の
改
訂
へ

の
対
応
や
消
費
税
率
ア
ッ
プ
に
よ
る
経

費
増
へ
の
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
医

療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
の
成
立
に
よ

る
新
た
な
医
療
制
度
へ
の
対
応
策
の
検

討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

医
療
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
常
勤

医
が
不
在
の
皮
膚
科
、泌
尿
器
科
、耳
鼻

咽
喉
科
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
な
大
学

か
ら
の
派
遣
に
よ
り
診
療
体
制
が
確
保

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。ま

た
、
町
立
診
療
所
と
の
医
師
相
互
派
遣

や
県
立
中
央
病
院
、
大
学
等
か
ら
の
専

門
外
来
医
師
の
派
遣
や
患
者
の
紹
介
、

逆
紹
介
等
に
よ
る
病
診
連
携
・
病
病
連

携
も
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

経
営
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
度

と
の
比
較
で
、年
間
延
べ
患
者
数
は
、入

院
３
万
２
，６
１
４
人（
３
８
７
人
増
）、

外
来
11
万
２
，４
６
３
人（
２
０
４
４
人

増
）で
、医
業
収
入
及
び
医
業
外
収
入
は

29
億
６
，２
１
６
万
円
で
８
，３
９
７
万

円
の
増
、
医
業
費
用
及
び
医
業
外
費
用

は
32
億
９
，１
８
０
万
円
で
７
億
５
，３

５
５
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。そ
の

結
果
、当
年
度
事
業
損
失
は
３
億
２
，９

６
４
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

● 平成２６年度隠岐広域連合決算の概要について　4

病
院
事
業

病院事業歳入
40億 1,914万円

外来収益
11億 593万円
29.8％

構成団体負担金
9億 1,169 万円
24.5％

歳入

入院収益
15億 1,224 万円

38％

外来収益
11億 9,949 万円

30％

構成団体負担金
8億 4,285 万円

21％

その他
4億 6,456 万円

11％

病院事業歳出
43億 7,913万円

歳出
給与費
21億 725万円
48％

材料費
6億 3,445 万円

15％

その他医業費用
9億 4,862 万円
22％

医業外費用
6,094 万円
1％

企業債償還金
1億 8,529 万円
4％

建設改良費
1億 600万円
2％

その他
3億 3,658 万円
8％

　隠岐広域連合一般会計、介護保険事業特別会計、隠岐島前病院事業特別会計、
隠岐病院事業特別会計、消防事業特別会計の各決算の概要をお知らせします。

円
の
増
、
医
業
費
用
及
び
医
業
外
費
用

は
７
億
７
，７
３
９
万
円
で
６
，６
７
４

万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

当
年
度
事
業
損
失
は
１
，
７
１
９
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

隠岐広域連合決算の概要

● 平成２７年第３回議会定例会及び議会視察報告について　6

　

第
３
回
議
会
定
例
会
が
、
９
月
７
日
、
８
日
に
隠
岐

広
域
連
合
議
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案
に

つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
、
原
案
の
通
り
承
認
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

▽
決
算
認
定（
平
成
26
年
度
）

・
隠
岐
広
域
連
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

・
隠
岐
島
前
病
院
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定

・
隠
岐
病
院
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定

・
消
防
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

▽
報
告

・
公
営
企
業
に
係
る
資
金
不
足
比
率
報
告

▽
条
例
の
一
部
改
正

・
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害

補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
隠
岐
広
域
連
合
消
防
本
部
及
び
消
防
署
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
隠
岐
広
域
連
合
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▽
補
正
予
算

・
一
般
会
計

　

平
成
26
年
度
の
超
高
速
船
レ
イ
ン
ボ
ー
ジ
ェ
ッ
ト

の
指
定
管
理
料
の
精
算
に
よ
り
、
指
定
管
理
料
の
増

額
等
で
合
計
５
２
，０
７
０
千
円
を
増
額
。

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　

平
成
26
年
度
繰
越
金
確
定
に
伴
う
基
金
へ
の
積
立

及
び
介
護
保
険
給
付
費
の
確
定
に
よ
る
国
、
県
及
び

町
村
へ
の
返
還
金
と
し
て
、合
計
８
４
，７
０
８
千
円

を
増
額
。

・
消
防
事
業
特
別
会
計

　

平
成
26
年
度
決
算
確
定
に
伴
い
、
歳
入
に
お
い
て

分
担
金
及
び
負
担
金
を
減
額
し
、
繰
越
金
を
増
額
す

る
予
算
科
目
の
組
み
替
え
を
行
う
も
の
。

　

全
会
計
で
総
額
１
３
６
，
７
７
８
千
円
の
補
正
を

行
い
ま
し
た
。

▽
一
般
質
問　
　
　
吉
田　

雅
紀
議
員

◆
今
後
の
隠
岐
の
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
予
防
医
学
の
観
点
か
ら
東
洋
医
学
や
ド
イ
ツ
の
波

動
医
学
な
ど
先
進
的
な
試
み
を
取
り
入
れ
る
考
え

は
。

・
２
０
２
５
年
の
医
療
需
要
を
推
計
し
た
上
で
、隠
岐

圏
域
は
40
数
％
の
増
床
が
必
要
と
さ
れ
、
療
養
型
病

床
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
と
考
え
て
い
る
が
、
充
実
に
取

り
組
む
考
え
は
。

◆
航
路
と
空
路
の
連
携
に
つ
い
て

・
島
民
及
び
訪
問
者
の
移
動
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

島
前
・
島
後
の
航
路
の
あ
り
方
も
含
め
空
路
と
航
路

の
連
携
に
よ
る
地
域
の
発
展
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、

■ 
議
会
報
告

◆
平
成
27
年
第
３
回
議
会
定
例
会

考
え
を
伺
い
た
い
。

・
東
洋
医
学
の
柱
で
も
あ
る
漢
方
療
法
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
か
ら
取
り
入
れ
て
い
る
。波
動
医
学
に
つ

い
て
は
、
現
代
医
学
で
も
証
明
さ
れ
て
い
な
い
分
野

で
あ
る
の
が
現
状
の
た
め
、
ま
ず
、
健
康
診
断
な
ど
の

検
診
事
業
の
受
診
率
を
構
成
町
村
と
連
携
し
て
高
め

た
い
。

・
患
者
が
診
療
を
受
け
る
医
療
機
関
所
在
地
ベ
ー
ス

の
試
算
値
と
全
て
の
患
者
を
患
者
所
在
地
ベ
ー
ス
と

し
た
試
算
値
の
２
通
り
が
あ
り
、
今
後
地
域
医
療
構

想
調
整
会
議
で
検
討
を
進
め
る
。

・
島
前
・
島
後
の
ア
ク
セ
ス
を
一
体
的
に
考
え
、航
路
・

空
路
を
含
め
た
観
光
商
品
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、Ｊ
Ａ
Ｌ
や
隠
岐

汽
船
に
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
働
き
か
け
て

い
き
た
い
。

▽
一
般
質
問　
　
　
池
田　

一
議
員

　
◆
レ
イ
ン
ボ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
、フ
ェ
リ
ー
お
き
の
指
定

　
管
理
に
つ
い
て

・
隠
岐
汽
船
㈱
に
、行
政
支
援
を
行
っ
て
き
た
経
緯
を

踏
ま
え
、
利
用
者
へ
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
し
て
還
元
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
連
合
長
の
考
え
は
。

・
隠
岐
汽
船
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
委
員
会
に
外
部
有
識
者

を
加
え
る
こ
と
や
改
善
委
員
会
は
年
に
数
回
で
は
な

く
頻
繁
に
行
う
べ
き
と
考
え
る
。ま
た
、
協
議
内
容
に

つ
い
て
も
報
告
義
務
を
課
す
べ
き
と
考
え
る
が
連
合

長
の
考
え
は
。

・
指
定
管
理
評
価
委
員
会
は
専
門
家
・
有
識
者
を
充

実
さ
せ
る
等
、
委
員
構
成
の
大
幅
な
見
直
し
が
必
要
と

考
え
る
が
、連
合
長
の
考
え
は
。

・
指
定
管
理
者
自
ら
が
主
体
的
に
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

及
び
利
便
性
の
向
上
に
努
め
る
よ
う
引
き
続
き
要
請

す
る
。

・
今
後
島
根
県
及
び
隠
岐
４
町
村
と
協
力
し
な
が
ら

隠
岐
汽
船
と
十
分
協
議
を
し
た
い
。

・
専
門
家
・
有
識
者
委
員
候
補
者
を
関
係
機
関
の
紹

介
を
頂
き
な
が
ら
充
実
さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、
評
価

方
法
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
行
い
た
い
。

　

隠
岐
広
域
連
合
議
会
医
療
介
護
常
任
委
員
会
で

は
、
去
る
11
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
間
で
、
岡
山
県

の
津
山
市
役
所
、
勝
田
郡
勝
央
町
の
（
医
療
法
人
）
さ

と
う
記
念
病
院
に
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
に
つ
い
て
先
進

地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

津
山
市
で
は
、
介
護
予
防
事
業
に
重
点
を
置
い
た

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
が
、
生
き
生
き

と
生
活
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
「
め
ざ
せ
元
気
！
こ

け
な
い
体
講
座
」
を
週
１
回
行
っ
て
い
ま
し
た
。活
動

は
、
自
治
会
を
中
心
に
住
民
主
体
で
実
施
さ
れ
て
お

り
、こ
の
講
座
に
参
加
さ
れ
た
方
は
、医
療
費
や
介
護

給
付
費
に
つ
い
て
も
抑
制
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
実
践
現
場
と
し
て
川
崎
地
区
の
視
察
を
行

い
、
当
日
は
、
女
性
参
加
者
20
数
名
の
中
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
活
動
が
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
（
医
療
法
人
）さ
と
う
記
念
病
院
で
は
、
一
般
病
床
、

回
復
期
リ
ハ
病
床
、療
養
病
床
に
加
え
、介
護
老
人
施

設
、
通
所
リ
ハ
、
訪
問
看
護
、
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
も
併
設
し
て
運
営
し
て
お
り
、
医
療
と
介
護
が
一

体
と
な
っ
た
施
設
と
し
て
、
県
北
部
の
医
療
と
介
護

分
野
の
地
域
ニ
ー
ズ
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
医
療
・
介
護
従
事
者
の
人
材
不

足
が
深
刻
の
中
、
職
員
の
た
め
の
院
内
託
児
所
を
併

設
し
、
積
極
的
な
人
材
確
保
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
隠
岐
圏
域
の
地
域
性
を

十
分
に
考
慮
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

と
、高
齢
化
率
の
上
昇
の
中
で
、高
齢
者
が
い
つ
ま
で

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
、
ま

た
、
地
域
住
民
が
高
齢
者
を
温
か
く
支
え
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
づ
く
り
の
拠
点
を
構
築
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。

文
責
：
医
療
介
護
常
任
委
員
会

委
員
長　

福
田　

晃

問

問
一

問
二

広
域
連
合
長
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第1回消防フェア

・隠岐広域連合消防本部第1回消防フェア
・隠岐広域連合の人事行政運営等の状況
・平成26年度
　隠岐広域連合決算の概要
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● 平成２７年第３回議会定例会及び議会視察報告について　7　

　

第
３
回
議
会
定
例
会
が
、
９
月
７
日
、
８
日
に
隠
岐

広
域
連
合
議
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案
に

つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
、
原
案
の
通
り
承
認
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

▽
決
算
認
定（
平
成
26
年
度
）

・
隠
岐
広
域
連
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

・
隠
岐
島
前
病
院
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定

・
隠
岐
病
院
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定

・
消
防
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

▽
報
告

・
公
営
企
業
に
係
る
資
金
不
足
比
率
報
告

▽
条
例
の
一
部
改
正

・
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害

補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
隠
岐
広
域
連
合
消
防
本
部
及
び
消
防
署
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
隠
岐
広
域
連
合
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▽
補
正
予
算

・
一
般
会
計

　

平
成
26
年
度
の
超
高
速
船
レ
イ
ン
ボ
ー
ジ
ェ
ッ
ト

の
指
定
管
理
料
の
精
算
に
よ
り
、
指
定
管
理
料
の
増

額
等
で
合
計
５
２
，０
７
０
千
円
を
増
額
。

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　

平
成
26
年
度
繰
越
金
確
定
に
伴
う
基
金
へ
の
積
立

及
び
介
護
保
険
給
付
費
の
確
定
に
よ
る
国
、
県
及
び

町
村
へ
の
返
還
金
と
し
て
、合
計
８
４
，７
０
８
千
円

を
増
額
。

・
消
防
事
業
特
別
会
計

　

平
成
26
年
度
決
算
確
定
に
伴
い
、
歳
入
に
お
い
て

分
担
金
及
び
負
担
金
を
減
額
し
、
繰
越
金
を
増
額
す

る
予
算
科
目
の
組
み
替
え
を
行
う
も
の
。

　

全
会
計
で
総
額
１
３
６
，
７
７
８
千
円
の
補
正
を

行
い
ま
し
た
。

▽
一
般
質
問　
　
　
吉
田　

雅
紀
議
員

◆
今
後
の
隠
岐
の
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
予
防
医
学
の
観
点
か
ら
東
洋
医
学
や
ド
イ
ツ
の
波

動
医
学
な
ど
先
進
的
な
試
み
を
取
り
入
れ
る
考
え

は
。

・
２
０
２
５
年
の
医
療
需
要
を
推
計
し
た
上
で
、隠
岐

圏
域
は
40
数
％
の
増
床
が
必
要
と
さ
れ
、
療
養
型
病

床
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
と
考
え
て
い
る
が
、
充
実
に
取

り
組
む
考
え
は
。

◆
航
路
と
空
路
の
連
携
に
つ
い
て

・
島
民
及
び
訪
問
者
の
移
動
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

島
前
・
島
後
の
航
路
の
あ
り
方
も
含
め
空
路
と
航
路

の
連
携
に
よ
る
地
域
の
発
展
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、

考
え
を
伺
い
た
い
。

・
東
洋
医
学
の
柱
で
も
あ
る
漢
方
療
法
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
か
ら
取
り
入
れ
て
い
る
。波
動
医
学
に
つ

い
て
は
、
現
代
医
学
で
も
証
明
さ
れ
て
い
な
い
分
野

で
あ
る
の
が
現
状
の
た
め
、
ま
ず
、
健
康
診
断
な
ど
の

検
診
事
業
の
受
診
率
を
構
成
町
村
と
連
携
し
て
高
め

た
い
。

・
患
者
が
診
療
を
受
け
る
医
療
機
関
所
在
地
ベ
ー
ス

の
試
算
値
と
全
て
の
患
者
を
患
者
所
在
地
ベ
ー
ス
と

し
た
試
算
値
の
２
通
り
が
あ
り
、
今
後
地
域
医
療
構

想
調
整
会
議
で
検
討
を
進
め
る
。

・
島
前
・
島
後
の
ア
ク
セ
ス
を
一
体
的
に
考
え
、航
路
・

空
路
を
含
め
た
観
光
商
品
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、Ｊ
Ａ
Ｌ
や
隠
岐

汽
船
に
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
働
き
か
け
て

い
き
た
い
。

▽
一
般
質
問　
　
　
池
田　

一
議
員

　
◆
レ
イ
ン
ボ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
、フ
ェ
リ
ー
お
き
の
指
定

　
管
理
に
つ
い
て

・
隠
岐
汽
船
㈱
に
、行
政
支
援
を
行
っ
て
き
た
経
緯
を

踏
ま
え
、
利
用
者
へ
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
し
て
還
元
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
連
合
長
の
考
え
は
。

・
隠
岐
汽
船
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
委
員
会
に
外
部
有
識
者

を
加
え
る
こ
と
や
改
善
委
員
会
は
年
に
数
回
で
は
な

く
頻
繁
に
行
う
べ
き
と
考
え
る
。ま
た
、
協
議
内
容
に

つ
い
て
も
報
告
義
務
を
課
す
べ
き
と
考
え
る
が
連
合

長
の
考
え
は
。

・
指
定
管
理
評
価
委
員
会
は
専
門
家
・
有
識
者
を
充

実
さ
せ
る
等
、
委
員
構
成
の
大
幅
な
見
直
し
が
必
要
と

考
え
る
が
、連
合
長
の
考
え
は
。

・
指
定
管
理
者
自
ら
が
主
体
的
に
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

及
び
利
便
性
の
向
上
に
努
め
る
よ
う
引
き
続
き
要
請

す
る
。

・
今
後
島
根
県
及
び
隠
岐
４
町
村
と
協
力
し
な
が
ら

隠
岐
汽
船
と
十
分
協
議
を
し
た
い
。

・
専
門
家
・
有
識
者
委
員
候
補
者
を
関
係
機
関
の
紹

介
を
頂
き
な
が
ら
充
実
さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、
評
価

方
法
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
行
い
た
い
。

　

隠
岐
広
域
連
合
議
会
医
療
介
護
常
任
委
員
会
で

は
、
去
る
11
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
間
で
、
岡
山
県

の
津
山
市
役
所
、
勝
田
郡
勝
央
町
の
（
医
療
法
人
）
さ

と
う
記
念
病
院
に
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
に
つ
い
て
先
進

地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

津
山
市
で
は
、
介
護
予
防
事
業
に
重
点
を
置
い
た

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
が
、
生
き
生
き

と
生
活
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
「
め
ざ
せ
元
気
！
こ

け
な
い
体
講
座
」
を
週
１
回
行
っ
て
い
ま
し
た
。活
動

は
、
自
治
会
を
中
心
に
住
民
主
体
で
実
施
さ
れ
て
お

り
、こ
の
講
座
に
参
加
さ
れ
た
方
は
、医
療
費
や
介
護

給
付
費
に
つ
い
て
も
抑
制
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
実
践
現
場
と
し
て
川
崎
地
区
の
視
察
を
行

い
、
当
日
は
、
女
性
参
加
者
20
数
名
の
中
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
活
動
が
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
（
医
療
法
人
）さ
と
う
記
念
病
院
で
は
、
一
般
病
床
、

回
復
期
リ
ハ
病
床
、療
養
病
床
に
加
え
、介
護
老
人
施

設
、
通
所
リ
ハ
、
訪
問
看
護
、
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
も
併
設
し
て
運
営
し
て
お
り
、
医
療
と
介
護
が
一

体
と
な
っ
た
施
設
と
し
て
、
県
北
部
の
医
療
と
介
護

分
野
の
地
域
ニ
ー
ズ
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
医
療
・
介
護
従
事
者
の
人
材
不

足
が
深
刻
の
中
、
職
員
の
た
め
の
院
内
託
児
所
を
併

設
し
、
積
極
的
な
人
材
確
保
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
隠
岐
圏
域
の
地
域
性
を

十
分
に
考
慮
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

と
、高
齢
化
率
の
上
昇
の
中
で
、高
齢
者
が
い
つ
ま
で

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
、
ま

た
、
地
域
住
民
が
高
齢
者
を
温
か
く
支
え
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
づ
く
り
の
拠
点
を
構
築
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。

文
責
：
医
療
介
護
常
任
委
員
会

委
員
長　

福
田　

晃

■ 

視
察
報
告

（
参
加
者
：
隠
岐
広
域
連
合
議
員
７
名　

関
連
職
員
５
名
）

広
域
連
合
長



　

11
月
8
日
、
隠
岐
病
院
を
部
分
開
放
し

て「
ま
め
な
か
の
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
し

た
。今
年
で
３
回
目
を
迎
え
る
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
地
域
の
皆
様
と
の「
ふ
れ
あ
い
」

や「
交
流
」を
図
り
な
が
ら
、
よ
り
親
し
み

を
持
て
る
病
院
づ
く
り
の
機
会
と
す
る
こ

と
を
目
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、７

０
０
人
を
超
え
る
皆
様
に
来
場
し
て
い
た

だ
き
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
の

双
葉
保
育
園
児
に
よ
る
ふ
た
ば
太
鼓
を
皮

切
り
に
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
や

傘
踊
り
、隠
岐
養
護
学
校
に
よ
る
和
太
鼓
、

病
院
な
ら
で
は
の
ミ
ニ
健
診
や
お
薬
づ
く

り
、医
療
相
談
カ
フ
ェ
や
ミ
ニ
勉
強
会
、整

形
外
科
医
師
に
よ
る
手
術
体
験
、「
家
族
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
近
隣
の
保
育
園
児
に
よ

る
絵
画
展
示
、
隠
岐
の
島
町
内
の
小
学
生

に
よ
る
健
康
標
語
展
示
、
隠
岐
島
消
防
署

の
協
力
に
よ
る
救
急
車
展
示
や
救
命
講

習
、
大
好
評
の
鉄
道
模
型
や
屋
外
出
店
な

ど
、
盛
り
た
く
さ
ん
の
催
し
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
隠
岐
病
院
医
師
に
よ
る
Ｄ
ｒ
レ

ン
ジ
ャ
ー
上
映
会
は
、
た
く
さ
ん
の
皆
様

に
視
聴
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

隠
岐
病
院
で
は
、「
ま
め
な
か
の
ま
つ

り
」を
来
年
も
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、

今
回
ご
来
場
い
た
だ
け
な
か
っ
た
皆
様
も

含
め
、
是
非
お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

職
員
一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　「
ま
め
な
か
の
ま
つ
り
」 

を
開
催
し
ま
し
た

オープニングセレモニーにおける双葉保育園児による和太鼓

ステージでのＤｒレンジャーと子供たち

子どもたちに大好評な
　　鉄道模型・リニアモーター

整形外科医師による
　　　　　整形手術体験

１日院長

（左から齋藤華子さん・小出病院長・齋藤凜子さん）
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第
３
回
議
会
定
例
会
が
、
９
月
７
日
、
８
日
に
隠
岐

広
域
連
合
議
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案
に

つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
、
原
案
の
通
り
承
認
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

▽
決
算
認
定（
平
成
26
年
度
）

・
隠
岐
広
域
連
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

・
隠
岐
島
前
病
院
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定

・
隠
岐
病
院
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定

・
消
防
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

▽
報
告

・
公
営
企
業
に
係
る
資
金
不
足
比
率
報
告

▽
条
例
の
一
部
改
正

・
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害

補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
隠
岐
広
域
連
合
消
防
本
部
及
び
消
防
署
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
隠
岐
広
域
連
合
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▽
補
正
予
算

・
一
般
会
計

　

平
成
26
年
度
の
超
高
速
船
レ
イ
ン
ボ
ー
ジ
ェ
ッ
ト

の
指
定
管
理
料
の
精
算
に
よ
り
、
指
定
管
理
料
の
増

額
等
で
合
計
５
２
，０
７
０
千
円
を
増
額
。

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　

平
成
26
年
度
繰
越
金
確
定
に
伴
う
基
金
へ
の
積
立

及
び
介
護
保
険
給
付
費
の
確
定
に
よ
る
国
、
県
及
び

町
村
へ
の
返
還
金
と
し
て
、合
計
８
４
，７
０
８
千
円

を
増
額
。

・
消
防
事
業
特
別
会
計

　

平
成
26
年
度
決
算
確
定
に
伴
い
、
歳
入
に
お
い
て

分
担
金
及
び
負
担
金
を
減
額
し
、
繰
越
金
を
増
額
す

る
予
算
科
目
の
組
み
替
え
を
行
う
も
の
。

　

全
会
計
で
総
額
１
３
６
，
７
７
８
千
円
の
補
正
を

行
い
ま
し
た
。

▽
一
般
質
問　
　
　
吉
田　

雅
紀
議
員

◆
今
後
の
隠
岐
の
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
予
防
医
学
の
観
点
か
ら
東
洋
医
学
や
ド
イ
ツ
の
波

動
医
学
な
ど
先
進
的
な
試
み
を
取
り
入
れ
る
考
え

は
。

・
２
０
２
５
年
の
医
療
需
要
を
推
計
し
た
上
で
、隠
岐

圏
域
は
40
数
％
の
増
床
が
必
要
と
さ
れ
、
療
養
型
病

床
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
と
考
え
て
い
る
が
、
充
実
に
取

り
組
む
考
え
は
。

◆
航
路
と
空
路
の
連
携
に
つ
い
て

・
島
民
及
び
訪
問
者
の
移
動
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

島
前
・
島
後
の
航
路
の
あ
り
方
も
含
め
空
路
と
航
路

の
連
携
に
よ
る
地
域
の
発
展
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、

■ 
議
会
報
告

◆
平
成
27
年
第
３
回
議
会
定
例
会

考
え
を
伺
い
た
い
。

・
東
洋
医
学
の
柱
で
も
あ
る
漢
方
療
法
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
か
ら
取
り
入
れ
て
い
る
。波
動
医
学
に
つ

い
て
は
、
現
代
医
学
で
も
証
明
さ
れ
て
い
な
い
分
野

で
あ
る
の
が
現
状
の
た
め
、
ま
ず
、
健
康
診
断
な
ど
の

検
診
事
業
の
受
診
率
を
構
成
町
村
と
連
携
し
て
高
め

た
い
。

・
患
者
が
診
療
を
受
け
る
医
療
機
関
所
在
地
ベ
ー
ス

の
試
算
値
と
全
て
の
患
者
を
患
者
所
在
地
ベ
ー
ス
と

し
た
試
算
値
の
２
通
り
が
あ
り
、
今
後
地
域
医
療
構

想
調
整
会
議
で
検
討
を
進
め
る
。

・
島
前
・
島
後
の
ア
ク
セ
ス
を
一
体
的
に
考
え
、航
路
・

空
路
を
含
め
た
観
光
商
品
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、Ｊ
Ａ
Ｌ
や
隠
岐

汽
船
に
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
働
き
か
け
て

い
き
た
い
。

▽
一
般
質
問　
　
　
池
田　

一
議
員

　
◆
レ
イ
ン
ボ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
、フ
ェ
リ
ー
お
き
の
指
定

　
管
理
に
つ
い
て

・
隠
岐
汽
船
㈱
に
、行
政
支
援
を
行
っ
て
き
た
経
緯
を

踏
ま
え
、
利
用
者
へ
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
し
て
還
元
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
連
合
長
の
考
え
は
。

・
隠
岐
汽
船
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
委
員
会
に
外
部
有
識
者

を
加
え
る
こ
と
や
改
善
委
員
会
は
年
に
数
回
で
は
な

く
頻
繁
に
行
う
べ
き
と
考
え
る
。ま
た
、
協
議
内
容
に

つ
い
て
も
報
告
義
務
を
課
す
べ
き
と
考
え
る
が
連
合

長
の
考
え
は
。

・
指
定
管
理
評
価
委
員
会
は
専
門
家
・
有
識
者
を
充

実
さ
せ
る
等
、
委
員
構
成
の
大
幅
な
見
直
し
が
必
要
と

考
え
る
が
、連
合
長
の
考
え
は
。

・
指
定
管
理
者
自
ら
が
主
体
的
に
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

及
び
利
便
性
の
向
上
に
努
め
る
よ
う
引
き
続
き
要
請

す
る
。

・
今
後
島
根
県
及
び
隠
岐
４
町
村
と
協
力
し
な
が
ら

隠
岐
汽
船
と
十
分
協
議
を
し
た
い
。

・
専
門
家
・
有
識
者
委
員
候
補
者
を
関
係
機
関
の
紹

介
を
頂
き
な
が
ら
充
実
さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、
評
価

方
法
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
行
い
た
い
。

　

隠
岐
広
域
連
合
議
会
医
療
介
護
常
任
委
員
会
で

は
、
去
る
11
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
間
で
、
岡
山
県

の
津
山
市
役
所
、
勝
田
郡
勝
央
町
の
（
医
療
法
人
）
さ

と
う
記
念
病
院
に
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
に
つ
い
て
先
進

地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

津
山
市
で
は
、
介
護
予
防
事
業
に
重
点
を
置
い
た

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
が
、
生
き
生
き

と
生
活
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
「
め
ざ
せ
元
気
！
こ

け
な
い
体
講
座
」
を
週
１
回
行
っ
て
い
ま
し
た
。活
動

は
、
自
治
会
を
中
心
に
住
民
主
体
で
実
施
さ
れ
て
お

り
、こ
の
講
座
に
参
加
さ
れ
た
方
は
、医
療
費
や
介
護

給
付
費
に
つ
い
て
も
抑
制
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
実
践
現
場
と
し
て
川
崎
地
区
の
視
察
を
行

い
、
当
日
は
、
女
性
参
加
者
20
数
名
の
中
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
活
動
が
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
（
医
療
法
人
）さ
と
う
記
念
病
院
で
は
、
一
般
病
床
、

回
復
期
リ
ハ
病
床
、療
養
病
床
に
加
え
、介
護
老
人
施

設
、
通
所
リ
ハ
、
訪
問
看
護
、
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
も
併
設
し
て
運
営
し
て
お
り
、
医
療
と
介
護
が
一

体
と
な
っ
た
施
設
と
し
て
、
県
北
部
の
医
療
と
介
護

分
野
の
地
域
ニ
ー
ズ
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
医
療
・
介
護
従
事
者
の
人
材
不

足
が
深
刻
の
中
、
職
員
の
た
め
の
院
内
託
児
所
を
併

設
し
、
積
極
的
な
人
材
確
保
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
隠
岐
圏
域
の
地
域
性
を

十
分
に
考
慮
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

と
、高
齢
化
率
の
上
昇
の
中
で
、高
齢
者
が
い
つ
ま
で

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
、
ま

た
、
地
域
住
民
が
高
齢
者
を
温
か
く
支
え
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
づ
く
り
の
拠
点
を
構
築
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。

文
責
：
医
療
介
護
常
任
委
員
会

委
員
長　

福
田　

晃

問

問
一

問
二

広
域
連
合
長


